
令
和
二
年

七
月
開
催
豫
定
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
準
備
も
終
盤
を
迎
ふ
る
中
、
國
際
オ
リ
ン

2020

ピ
ッ
ク
委
員
會

は
突
如
マ
ラ
ソ
ン
及
び
競
歩
の
二
種
目
に
就
き
、
竸
技
場
を
東
京
よ
り
札
幌
に
變
更
す
と
發
表
す
。

IOC

理
由
は
過
ぐ
る
九
月
炎
熱
の
カ
タ
ー
ル
首
都
ド
ー
ハ
に
て
行
は
れ
た
る
世
界
陸
上
選
手
權
大
會
に
て
、
競
歩
の
選
手
多

數
が
炎
暑
の
た
め
途
中
棄
權
せ
る
あ
り
て
、
東
京
の
猛
暑
は
避
く
べ
し
と
の
事
な
り
。

電
視
情
報
よ
り
他
に
は
何
の
消
息
も
得
ざ
る
立
場
な
れ
ば
、
竸
技
場
の
位
置
に
就
き
、
東
京
か
札
幌
か
の
議
論
は
さ
て

テ
レ
ビ

措
き
、
一
聯
の
動
靜
に
就
き
感
想
を
述
べ
む
。
我
が
國
に
て
は
全
般
的
に
、
炎
熱
の
甲
子
園
な
ど
と
言
ひ
て
、
眞
夏
の
運

動
竸
技
の
暑
さ
に
對
す
る
安
全
の
考
慮
今
一
つ
の
感
あ
り
。
我
も
中
學
生
の
頃
、
眞
夏
の
校
庭
に
て
校
長
先
生
の
訓
示

を
直
立
し
て
伺
ひ
け
る
を
想
起
す
。
然
れ
ど
も
地
球
温
暖
化
劇
し
く
、
最
近
の
猛
暑
漸
く
人
心
に
響
き
始
め
、
五
輪
マ
ラ

ソ
ン
、
競
歩
の
暑
さ
對
策
も
諸
處
に
考
慮
對
策
進
み
つ
ゝ
あ
れ
ど
も
、
ド
ー
ハ
の
問
題
我
が
事
と
考
ふ
る
尠
き
に
や
、
外

國
人
の
指
摘
に
驚
き
も
て
騷
ぐ
こ
そ
悲
し
け
れ
。

茲
に
こ
の
問
題
を
な
る
國
際
組
織
へ
の
日
本
側
當
事
者
の
對
應
と
い
ふ
視
點
に
於
て
見
る
時
、
興
味
を
誘
ふ
も
の

IOC

あ
り
。
ス
ポ
ー
ツ
は
ど
の
種
目
に
も
世
界
共
通
の
規
約
あ
り
て
、
そ
の
評
價
も
世
界
共
通
性
を
擔
保
し
得
と
て
、
特
に
明

ル
ー
ル

治
二
十
九
年

第
一
囘
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
來
、
當
に
二
十
世
紀
の
主
要
思
潮
た
り
し
地
球
一
極
主
義
の
旗
手
と
目

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
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さ
れ
て
久
し
。
こ
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
關
す
る
限
り
、
の
決
定
は
絶
對
と
せ
ら
れ
、
の
擔
當
理
事
は
「
既
に
札
幌
へ

IOC

IOC

の
變
更
は
の
決
定
事
項
な
り
」
と
て
、
反
論
を
受
附
け
ざ
り
け
る
は
電
視
を
通
じ
て
博
く
巷
間
に
傳
へ
ら
れ
、
且
つ
反

IOC

論
は
殆
ど
皆
無
な
り
。

但
し
竸
技
會
場
の
決
定
權
は
に
あ
り
と
て
も
、
一
般
的
に
は
開
催
都
市
の
決
定
を
承
認
す
と
の
解
釋
を
妥
當
と
せ

IOC

ば
、
今
囘
の
事
例
は
日
本
側
よ
り
札
幌
へ
の
變
更
を
が
承
認
す
る
を
以
て
圓
滿
解
決
と
な
る
べ
し
。
若
し
變
更
自
體

IOC

日
本
側
に
そ
の
意
思
無
け
れ
ば
ド
ー
ハ
後
直
ち
に
科
學
的
檢
討
結
果
を
踏
へ
て
そ
の
旨
博
く
表
明
す
べ
く
、
少
く
と
も

こ
の
件
に
關
す
る
有
識
者
の
意
見
を
紹
介
す
る
な
ど
、
大
衆
報
道
に
關
心
あ
ら
ま
し
か
ば
、
東
京
都
民
の
理
解
も
得
ら
れ

マ
ス
コ
ミ

な
ま
し
。
此
度
の
ド
ー
ハ
に
て
は
男
子

及
び
女
子

竸
歩
に
於
て
鈴
木
雄
介
、
山
西
利
和
兩
選
手
に
よ
る
夫
々

50
km

20
km

金
メ
ダ
ル
獲
得
の
吉
報
あ
り
。
折
角
の
快
擧
が
、
會
場
變
更
な
る
津
波
的
事
態
に
忘
ら
る
ゝ
事
無
き
を
望
む
。

一
方
香
港
に
て
は
連
日
反
政
府
示
威
運
動
が
行
は
れ
、
こ
れ
を
取
締
る
べ
く
、
官
憲
に
よ
る
個
人
特
定
を
防
ぐ
た
め
の

デ

モ

覆
面
マ
ス
ク
の
著
用
を
禁
止
す
。
反
政
府
側
こ
れ
を
違
憲
と
し
て
提
訴
、
違
憲
判
決
を
勝
取
る
。
然
る
に
大
陸
中
國
よ

り
香
港
の
裁
判
所
に
憲
法
違
反
を
審
理
す
る
權
限
な
し
と
聲
明
、
覆
面
用
マ
ス
ク
再
度
禁
止
と
な
る
。
こ
れ
も
地
球
一

極
主
義
的
處
理
、
即
ち
「
遠
く
の
最
高
權
力
者
」
に
よ
る
裁
定
の
一
例
な
ら
ず
や
。

ま
た
英
國
に
て
は
遂
に
よ
り
の
離
脱
を
巡
る
總
選
擧
の
實
施
決
定
す
。
離
脱
確
定
せ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
率
ゐ

EU

る
米
國
と
共
に
反
地
球
一
極
主
義
の
一
大
勢
力
の
誕
生
と
な
り
、
依
然
地
球
一
極
主
義
を
標
榜
す
る
中
露
を
中
心
と
す

る
勢
力
と
の
竸
合
の
開
始
と
な
ら
む
。
茲
に
於
て
我
が
日
本
が
何
れ
に
與
す
る
か
、
將
た
又
日
本
の
傳
統
た
る
海
外
文

化
の
受
容
に
於
け
る
多
樣
性
主
張
を
通
し
て
、
獨
自
の
新
思
想
を
開
發
し
て
、
そ
の
路
線
を
貫
き
得
る
か
、
正
念
場
を
迎

へ
た
り
と
言
ふ
べ
し
。

（
令
和
元
年
十
一
月
二
十
四
日
受
附
）
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